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造船所、製鉄所、自転車・自動車製造工場で働く男と女がいる。そこにはオフィスビルはない。コンピュータに向かう人間はいない。自動化が進んだ の夜景そこには奇妙 姿を変えられた大地の不 然さ あり、そこ 大地を削り、黙々と働く人間がいるだけだ。　
写真家サルガードが切り取った















間は自然から独立できるわけでも、自然や経済システムを支配できるわけでもないという厳格な事実も切り取る。労働とは自然や経済システムへの従属でも、そこからの独立でもなく、人 が文字を持つ以前から、この従属と独立の間で折り合いをつけるも あったことをサルガードの作品は教えてくれる。本書によって 筆者は次の考古学的仮説を得た。人類は肉体労働を通じて人間らしさを獲得してきたというものだ。●批判精神―沈黙の力　
ブラジル出身のサルガードは一
九四四年生まれ。彼の自伝『わたしの土地から大地へ』 （河出書房新社、二〇一五年） 、によると、一九七三年に報道写真家として身を立てる前に、フランスで経済学の学位を得て、アフリカのルワンダでコーヒー農園の経営指導に当たっていた。サルガードの問題意識の核心は、貧しい国々 最も貧しい人々の労働を写し撮 ことで、人間理解を一歩進めようとするところにある。肉体 の観察を通じて、一国の経済システムの姿捉まえようとす ところにある。
　
サルガードの問題意識は、太古
からある肉体労働の姿を世界中の人々に示すことで、国の間の経済システム同士のつながりを静かに連想させるところにある。労働をめぐる問いを作り、共有しようとするところにあ 。活字と違い写真は叫ばない。したがって写真は活字よりも人に考えさせる力を持つ。読書 自分の頭で考えず他人に考えてもらう性格の強いものだが、写真集は読者に自分の頭で考えることを強いる。言葉が 分、読者はより深くサルガードの沈黙の力を体験する機会が得 れる。　
ブラジルの金鉱セーラ・ペラー
ダを写し撮った最も有名な連作を取り上げよう。金鉱では、土を掘って砂金 取り出し 後、掘り出された土砂を金鉱 外に出す必要がある。このため、労働者が砂袋を背負って土砂を 鉱の内側から外側に運ぶ必要がある。数万の労働者が何十メートルもある梯子を垂直に上っていき、土砂を金鉱の外まで持っていく様子を切り取ところから始まる。　
遠くからの写真からは、それが
人間なのか、何か壁に張り付いた突起物なのか、 ず判別はできない。近づいてみよう。それぞれの
泥まみれの砂袋に二本足が付いているようにみえる。やはり人間だ。数えきれないほどの二本足がうごめいて た。この連作のハイライトは、金鉱の斜面にいる二人だ。片方は警備兵だ。も 一人は警備兵と対峙する半裸 労働者だ。警備兵のライフルの銃身を片手で握りしめ、もう片方で拳を作っている。銃を持たない労働者が優勢のようにみえる。一九八〇年代の労働の姿とは思えず息が止まる。　
本書の魅力と独創性はサルガー




次代の人の人生の かで呼吸し始めるからである。 」という希望も示されている だ
●おわりに　
労働経済学者が国の間の経済シ
ステム同士のつながりを理解するための道は未だ平らではない。バングラデシュで起きた縫製工場ビル倒壊事件を受け、二〇一五年の主要七カ国（Ｇ７）サミットでは「責任あるサプライチェーン」の構築の必 性が提唱された。これは「グローバ サプライチェーンにおける労働者の権利、人間らしく働きがいのある労働条件」の追求というものだ。　
しかし、 「責任あるサプライチ
ェーン」の「責任」とは何を指すのか、人間らし 働きがいとは何なのか。問題を再定義し、労働と産業の地理的分布を司る論理を徹底的に考え抜くしかない。その論理の妥当性を確認し続ける他ない。サルガードの写真集を広げるとは、厳しい自然と経済システムの間で闘う人間の姿を目撃することで自身の労働観に揺さぶりをかけることだ。それは良質な雇用を創出する経済システムの論理を考え抜く批判精神を心に宿す一歩 だ。（まちきた
　
ともひろ／アジア経
済研究所
　
経済統合研究グループ）
